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【結果】脳卒中発症後平均 7.9 日に行われた MoCA-J は平均 22.0点であり、22





比  (95%信頼区間 ): 5.3 (1.0–27.5); p=0.045]、教育年数 [同 0.71 (0.55–0.91); 
p=0.007]、退院時 mRS[同 2.4 (1.3–4.5); p=0.007]と有意に関連していた。MoCA-J
の下位項目の中で、遅延再生は MTLA(r=-0.452, p<0.001)、Fazekas PVH(r=-0.273, 
p=0.024)、Fazekas DSWMH(r=-0.242, p=0.046)と有意に関連していた。 
【結論】脳卒中患者の認知機能障害は、緊急入院時の MRA 元画像で評価した
MTLA と教育年数によって予測され得る。なかでも遅延再生の障害は、MTLA


















と有意に関連していた。MoCA-J の下位項目の中で、遅延再生は MTLA や白質
病変と有意に関連していた。上記の結果より、脳卒中患者の認知機能障害は
MTLAと教育年数により予測されること、なかでも遅延再生の障害は MTLAと






なお、本学位授与申請者は、平成 31 年 3 月 29 日実施の論文内容とそれに関
連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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